
　
急
激
な
豪
雨
は
、
雨
が
降
り
出
し

て
か
ら
２
時
間
か
ら
３
時
間
の
内
に

河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
対
応
し
た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
普
段
か
ら
の
備
え
と
、
災
害
警

戒
期
か
ら
の
早
め
の
備
え
が
必
要
で

す
。
加
え
て
、
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
非
常
持
ち
出

し
品
の
用
意
な
ど
を
し
て
お
き
、
避

難
勧
告
が
出
た
ら
迷
う
こ
と
な
く
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
に
災

害
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
測
情
報
に
よ
る
早
め
の
避
難

も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
土
砂
災
害
や
地
震
な
ど
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
直
ち
に
消

防
署
や
警
察
な
ど
の
救
助
、
す
な
わ

ち
「
公
助
」
が
駆
け
付
け
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
平
成
26
年
８
月
に

広
島
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
、
災

害
現
場
で
の
大
規
模
な
２
次
被
害
も

あ
り
、
公
助
で
あ
る
救
助
を
な
か
な

か
進
め
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
救
助

隊
も
含
め
て
１
０
０
人
以
上
の
死
傷

者
を
出
し
ま
し
た
。
平
成
７
年
１
月

に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

３
の
地
震
に
よ
る
大
規
模
地
震
災

害
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、
救

助
す
る
側
の
行
政
機
関
が
被
災
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
公
助
の
割
合
は

わ
ず
か
２
％
で
し
た
。
そ
こ
で
大
切

な
の
は
、
自
ら
備
え
る
「
自
助
」
と

地
域
社
会
み
ん
な
が
助
け
合
う
「
共

助
」
で
す
。
最
近
で
は
、
向
こ
う
三

軒
両
隣
で
助
け
合
う
「
近
助
」
と
い

う
言
葉
も
使
わ
れ
だ
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
、
郷
づ
く
り
推
進

協
議
会
な
ど
で
は
、こ
の「
近
助
」「
共

助
」
に
よ
る
防
災
力
強
化
の
た
め
、

避
難
訓
練
な
ど
の
各
種
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
梅
雨
末
期
に
よ
く
発
生
す
る
豪
雨

災
害
の
恐
ろ
し
さ
の
一
つ
に
、
雨
に

伴
う
土
砂
の
崩
壊
が
あ
り
ま
す
。
豪

雨
で
命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
の
ほ
と
ん

ど
が
、
土
砂
災
害
で
す
。
特
に
、
福

津
市
防
災
マ
ッ
プ
で
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。警
戒
区
域
で
は
、

避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ
な
く
て

も
「
危
な
い
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、

迷
う
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
自
主
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
豪
雨
に
備
え
る

　
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
を
、
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
福
岡
県
南
部
な

ど
に
大
き
な
爪
跡
を
残
し
、
50
人
以
上
の
死
傷
者
を
出
し
た
平
成
24

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
に
は
、
十
分
な
備
え
が
必
要
で
す
。

突
然
の
豪
雨

短
時
間
で
被
害
も

大
規
模
災
害
時
は

す
ぐ
に
助
け
て
も
ら
え
な
い

あ
な
た
の
家
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
？

福津市消防団
小林弘美 団長 58 歳

団員も豪雨に備えています
　先日、団員たちは休日に
もかかわらず、豪雨災害に
備えて市や消防署員と合同
で土のう積みやシート張り
工法訓練等をしました。

宗像地区消防本部
篠原富樹 福間分署長 52 歳

救助技術も磨いています
　入梅を前に市や県の関
係機関と西郷川の氾濫危
険箇所を回ったほか、消
防署員はもしもに備え救
助技術も磨いています。

100%
9:41 AM

避難勧告
こちらは福津市役所

です。

大雨により土砂災害
の危険度

が高まりましたので
、福津市

内の土砂災害警戒区
域に対し

て避難勧告を出しま
した。

土砂災害警戒区域内
の方はた

だちに、ふくとぴあ
へ避難し

てください。
慌てずに落ち着いて

避難して

ください。
高齢者や子どもの避

難には近

くの方々で助け合う
など、ご

協力をお願いします
。

▲市消防団と宗像地区消
防本部が日蒔野の西郷
川沿いで 6 月 11 日に
実施した合同水防訓練

▲もしもに備えて非常持出袋
を準備しておきましょう
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災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
に

は
、
消
防
庁
が
配
信
す
る
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
市
民
に
配
信
す
る
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」が
あ
り
ま
す
。災
害
だ
け
で
な
く
、

有
事
の
際
に
も
、
市
内
各
所
の
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
拡
声
子
局
、
戸

別
受
信
機
）
を
通
じ
て
、
瞬
時
に
警
戒
や
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

 

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
人
工
衛
星
と
市

町
村
の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、

緊
急
情
報
を
住
民
へ
瞬
時
に
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
対
処
に
時
間
的

な
余
裕
が
な
い
大
規
模
な
地
震
や
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
や
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
な
ど
国
民
保
護
に
関
す
る

情
報
を
「
国
か
ら
住
民
ま
で
直
接
、

瞬
時
に
」
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　
導
入
し
て
い
る
福
津
市
で
も
、
有

事
の
際
は
防
災
行
政
無
線
で
瞬
時
に

警
戒
や
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
関
し
て
は
、

福
津
市
が
、
注
意
が
必
要
な
地
域
と

予
測
さ
れ
る
と
き
に
は
、
防
災
行
政

無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
プ
、

プ
ー
ン
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い

電
子
音
の
サ
イ
レ
ン
が
流
れ
ま
す
。

そ
の
後
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
ミ
サ
イ

ル
発
射
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
た
模
様
で
す
。
頑
丈
な
建

物
や
地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

と
音
声
で
発
射
情
報
を
伝
達
し
、
避

難
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
市
の
防
災
行
政
無
線
は
、
現
在
、

市
内
全
域
に
82
基
の
屋
外
拡
声
子
局

と
、
自
治
会
長
宅
な
ど
約
１
７
０
か

所
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
。
数
多
く

の
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
有
事

の
際
に
は
警
告
や
避
難
を
よ
り
多
く

の
人
に
呼
び
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
の
防
音

設
備
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
雨

音
が
激
し
い
豪
雨
時
で
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
防
災
行
政
無
線
の
音
が
届

か
な
い
地
域
で
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
緊
急
情
報
が
聞
こ
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
防
災
行
政
無

線
の
緊
急
情
報
と
同
時
に
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
エ
リ
ア

メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
配
信

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
防
災
安
全
課
☎
４

３
・
８
１
０
７
、
県
防
災
企
画
課
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
２
３

防
災
行
政
無
線
や

エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
で
瞬
時
に

ミ
サ
イ
ル
発
射
時
は

「
プ
、プ

ー
ン
」
と
い
う
音
が

県防災企画課
木原士郎 防災危機管理専門監 59 歳

度重なるミサイル発射実験
　北朝鮮は過去に例を見な
い頻度でミサイルを発射し
ています。もしもに備え、
県内でも大野城市や春日市、
吉富町で訓練を行いました。

市防災安全課
堀田典宏 課長 52 歳

重要な情報伝達や対処方法
　災害同様、北朝鮮のミサ
イルも万が一かもしれませ
んが、情報伝達の仕組みや
対処方法などをまず知って
いただきたいですね。

ミ
サ
イ
ル
に
備
え
る

※

１
　
消
防
庁
か
ら
携
帯
大

手
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク

な
ど
）
を
通
じ
て
配
信
し
ま

す
。
そ
の
他
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※

１

◀平成28年２月に沖
縄県内で実際に配信
されたエリアメー
ル・緊急速報メール

Jアラートイメージ図

気象庁
緊急地震速報
津波警報
気象情報
内閣府

弾道ミサイル情報
など

各世帯

携帯電話や
スマートフォン

屋外
拡声子局 電  波

人工衛星

消防庁
福岡県庁福津市役所

スピーカー

北朝鮮の

弾道ミサイル
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　内閣官房ホームページの国民保護
ポータルサイトに、ミサイル関連の
Ｑ＆Ａが掲載してあります。一部を
紹介します。

北朝鮮から弾道ミサイルが
発射され、日本に飛来する

場合、極めて短時間で日本に飛来す
ることが予想されます。例えば、平
成28年２月７日に北朝鮮西岸から
発射された弾道ミサイルは、約10
分後に、発射場所から約1,600km
離れた沖縄県先島諸島上空を通過し
ています。
   なお、弾道ミサイルの種類や発射
の方法、発射場所等により日本へ飛
来するまでの時間は異なります。

ミサイルは発射から何分位
で日本に飛んでくるので
しょうか。

【屋外にいる場合】市内や
市外など、どの地域にいる

かにもよりますが、近くのできるだ
け頑丈な建物や地下に避難してくだ
さい。近くに適当な建物がない場合
は、物陰に身を隠すか地面に伏せて、
頭部を守ってください。
【屋内にいる場合】 できるだけ窓か
ら離れ、できれば窓のない部屋へ移
動してください。

「ミサイルが落下する可能
性がある」との情報伝達が
あった場合は、どうすれば
良いのでしょうか。ここは

ポイント


